
田に佇む小学校

二代目鶴野小学校校舎

昭和30年ころか

鶴野地区

　歴代の鶴野小学校校舎は、田んぼに佇む学び
舎という感じだが、２代目校舎もそう変わらな
い、現在残っている鶴野小学校の校舎よりも、
やや北側に建てられたようで、その場所には、
開校百周年記念式典の協賛事業として、旧校舎
跡地を示す史跡看板が設置されている。あまり
人目にふれることはないだろうが、しっかりと
残っているので、興味のある方は探してもらい
たい。
　さて、この２代目校舎。写真からは木造一階
建てと考えられるのだが、新築以降、２度の増
築を経ているためか、4棟の建物がL字に連結
されている様子が伺える。入口の雰囲気や壁面
を覆う板の色から、左側の２棟が増築された部
分と推測されるが、この校舎が活躍した時代
は、児童数がピークに達したほど多かった時期
だから、増築されたのもうなずける。
　残念ながら、次の３代目校舎になってから
は、児童数も段々と減少してしまったが、学校
活動の様子を示す写真の数々から、地域の人た
ちの協力で、スケートリンクをつくり、スケー
ト学習をしたり、地域産業である米作りを実践
したり、水田に棲む生き物調査をしたりと、ほ
かの小学校では見られない教育が行われていた
ことがわかった。
　当館としても、写真を残す重要性を、再確認
させられた写真といえるだろう。

　かつて、ピチャリ第18号において、鶴野地
区の歴史とともに、鶴野尋常小学校時代の校舎
の写真を紹介したが、写っていた校舎は、おそ
らく明治26年に古家屋を購入してから新教室
と廊下を増築したものだろうと考えられる。そ
の理由として、最近、昭和34年の段階で旧校
舎とされている鶴野小学校の写真が見つかった
からである。それが上の写真だ。
　明治26年に開校した鶴野小学校は、幾度か
校舎を改築しているが、ピチャリ18号に掲載
したものと上の写真の建物は、根本的に大きさ
と形状が異なる。鶴野小学校の沿革史を調べて
みたら、大正13年に校舎と教員住宅を新築し
ていることがわかった（２代目校舎）。以降、
昭和３年と26年に教室などを増築している
が、基本的に校舎はそのまま使われ続け、昭和
30年から校舎移転計画がおこり、住民の奉仕
活動により、校地埋め立て作業や、土盛りなど
が行われ、昭和35年に新たな校舎が落成して
いる（これが３代目校舎）。
　その後、鶴野小学校開校100周年となる平
成５年を契機に、新校舎改築の気運が高まり、
現在残っている校舎（４代目）が平成8年に新
築されるも、かつては100名近くも在籍して
いた児童数が、年々減少の一途をたどり、平成
26年3月をもって、120年余り続いた学校の
歴史に幕が下りた。
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５月の予定
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今年度最後の講座は、「今も金が掘れる
町」をテーマに、今金町教育委員会学芸員
宮本雅通氏にお話頂きました。町名の由来
から始まり、日本海と太平洋の分水嶺であ
るという特徴的な地形、砂礫がたまりやす
い後志利別川、鉱脈があるカニカン岳。最
初から、興味深い話題が次々と飛び出しま
す。その後も江戸前期から始まるゴールド
ラッシュの三大ピークから、町内の子ども
たちは、必ず砂金掘りを体験する「ふるさ
と教育プログラム」を実践しているなど、
町の取り組みも教えて頂き、他町から学ぶ
ことが、大いにある時間でした。
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全１２回のプログラムの締めくくりは、閉
講式です。1年間の活動を、みんなで記録
写真を見ながら、振り返ります。館内の見
学から始まった４月から、２月の大沼での
冬を楽しむプログラムまで、一人ひとりか
ら感想を述べてもらうと、その表情や言葉
から、成長を感じます。普段は経験できな
い時間の過ごし方を、みんなは、どう感じ
てくれたのでしょうか？ 大人になったと
き、ふと思い出す、さざ波のような1年で
あってくれたら良いなと思います。
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草木が芽吹き、足元に、遠くの山々に、色彩が帯び
てゆく。クジャクチョウも姿を現したと聞いた。
チョウの飛ぶ姿は、儚く、その揺らぎに目を追って
しまう。晩年、病床で過ごす正岡子規は、外の世界
を感じるため、障子からガラス戸に変えたという。
チョウが登場する句も残している。春は躍動の季節
と言われることもあるが、小さな変化を見逃すと、
あっという間に季節は移っていく。色、音、風、に
おい。せっかくだから思い切り春を感じてみたい。

　編集後記　～tawagoto～

26

25

開催中の企画展は、新聞や雑誌等の広告
に、史料的価値を見出そうと企画しまし
た。皆さんは掃除の途中に、思いがけなく
見つけた古い新聞などを、手を止めて、思
わず読んでしまった、という経験はありま
せんか？。時代によって異なる商品のコ
ピー、また持っていた物の広告と再会する
ことで、思い出が蘇ったり、楽しい時間に
なることもあるでしょう。そんな軽い気持
ちで、ご観覧頂き、皆さんの思い出に残る
広告を是非お知らせ下さい。
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常設展示室「春」の
コーナーにあるこの
道具。風の強い春
に肥料を播くのに
活躍した道具です。


